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図5:スティック-スリップ運動とクリープ
運動の動的相図.星印はスティック-スリッ
プ運動､円印はクリー プ運動が見られた個
所を表す｡実線はポテンシャルバリアー△U
の荷重依存性を示す｡
図6:高荷重下での動摩擦力の速度依存性｡
テンシャルと駆動バネのポテンシャルに蓄えられ
たエネルギーで決まるため駆動速度とは無相関で
あり､動摩擦力と駆動速度が無相関であるためで
ある｡しかしながら高温かつ低駆動速度で温度を
上げるほど強い駆動速度依存性がみられる｡これ
は高温のスティック-スリップ運動では､動摩擦力
が熱活性でバリアーを越える時間TTに強く依存す
るので5)､TTの駆動速度依存性が温度が高いほど
強くなるためだと考えられる｡現在までの計算結
果ではスティックースリップ運動を示す特定の高荷
重についてFk(T,Vs)～Tln(Vs/Vc)のような駆動
速度への対数依存と温度への線形依存性を示す結
果を得つつある､ただしその際Vcは定数で数m/S
程度である｡
シミュレーションによる有限温度の効果の研究
の報告と議論を行った｡しかし､クリープ運動中
の動摩擦力の計算はシミュレーション上の困難の
ためこれからの課題である｡またフレークサイズ､
駆動バネの硬さなどへの動摩擦力の有限温度下で
の依存性も今後の課題となっている.フレー クサイ
ズ依存性に関してはポテンシャルバリアーが同じ
圧力L/Nfの下でフレークサイズに比例するためそ
れを反映した依存性が見られると考えられる｡ま
た駆動バネの硬さは巨視的な摩擦実験において運
動状態を決めるパラメーターの一つとなっており､
特にクリープ運動と慣性運動の間で摩擦力の速度依存性を本質的に変える現象が見られる場合が
ある｡微視的摩擦において対応する現象が見られるか興味ある問題である｡
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